
2006年度中間期決算説明会

2006年7月20日
モーニングスター株式会社
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Part 1

連結決算の概況
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連結決算数値

2005年度中間期 2006年度中間期 対前年同期増減率

（2005年1月～ 6月） （2006年1月～ 6月）

売上高 619,835 855,174 +  38.0%

営業利益 132,702 263,369 +  98.5%

経常利益 134,453 374,995 +178.9%

当期利益 149,035 309,666 +107.8%

（単位：千円）
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連結業績のハイライト

①モーニングスターのブランド価値が向上し、ページビューが大幅に増加。
利益率の高いウエブ広告の売上は、対前年同期 2.4倍。

②子会社イー・アドバイザーの統合により、人件費、賃借料、システム利用料、

広告宣伝費等を削減。
③ゴメス・コンサルティングはサイト構築コンサルティングの売上が大幅に増加。
売上は、対前年同期40%増。
④株式新聞社の持分法による投資益と出資金組合損益分配益の合計107百
万円を営業外収益に計上。

対前年同期

営業利益： 98.5%増
経常利益： 2.8倍
当期利益： 2.1倍
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連結の売上高経常利益率の推移
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連結ROEの推移
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2005年度中間期 2006年度中間期 対前年同期増減率

（2005年1月～6月） （2006年1月～6月）

投資教育・ コンサルティング 216,954 252,150 + 16.2%

個別株式 ・ファンドレポート 122,186 132,118 +   8.1% 

カスタムデータ 50,068 66,375         + 32.6%

ウェブ広告 64,164 155,179 +141.8%

（単位：千円）

連結の商品・サービス別の売上高増減（1）

※その他項目の売上高は除く

＜金融情報評価・情報提供・コンサルティング＞セグメント
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2005年度中間期 2006年度中間期 対前年同期増減率

（2005年1月～6月） （2006年1月～6月）

ウエブ・コンサルティング 165,199 229,431 +38.9%

GPN（Gomez Performance 11,275 14,551 +29.1%
Networks）

（単位：千円）

連結の商品・サービス別の売上高増減（2）

*その他項目の売上高は除く

＜ウエブサイト評価・情報提供・コンサルティング＞セグメント
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2006年度中間期
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Part 2

モーニングスター単体の概況
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モーニングスター単体の決算数値

2005年度中間期 2006年度中間期 対前年同期増減率

（2005年1月～ 6月） （2006年1月～ 6月）

売上高 310,183 592,706 +  91.1%

営業利益 60,517 170,575 +181.9%

経常利益 61,470 262,635 +327.3%

当期利益 35,771             243,173            +579.8%

（単位：千円）
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モーニングスター単体の利益率の推移
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数多くのメディアに取り上げられ
モーニングスターのブランドが一層向上
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日本郵政公社向けの無料情報誌も
モーニングスターのブランド拡大に寄与

日本郵政公社は、平成19年10月までに投信販売局を1550局に拡大する予定。
併せて、無料情報誌を100,000～200,000部に順次増やしていく。

・投信運用会社のスポンサーの協力により、フリーマガジン形態にて提供。
・投信販売を行っている605の郵便局に、50,000部を配布。
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集客力を生かした大規模資産運用セミナーの開催

・モーニングスターは、運用会社の協賛でセミナーの運営・管理を行う。
・2006年６月11日、東京国際フォーラムにて大規模セミナーを開催。

投資家の来場者数は、1,215名。

投資教育・コンサルティング
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利用範囲の広がる
信頼性の高いモーニングスターのデータベース

メディア
・朝日新聞
・毎日新聞
・共同通信

ポータルサイト＆ISP
・Yahoo
・MSN
・Asahi.com
・AOL
・Biglobe
・NIFTY
・Infoseek

携帯端末
・i-Mode
・EZ-web
・Voderfone Live

情報ベンダー
・ロイター
・ブルムバーグ
・クイック
・CSK

主要金融機関
・三菱東京UFJ銀行

・中央三井信託銀行
・住友信託銀行
・東京海上日動火災保険
・住友生命保険
・損保ジャパン
・イー・トレード証券
・楽天証券
・カブドットコム証券

Ne
w!Ne

Ne
w!Ne

w!

w!

カスタムデータ
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グローバルな機関投資家が保有する個別株式の保有株数、保有金額の
増減等のデータを提供。

＜企業IR側の利用方法＞
⇒機関投資家向けIR
⇒競合企業の機関投資家保有状況の分析

機関投資家保有の個別銘柄情報を提供開始

カスタムデータ
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世界のモーニングスターグループが保有する
圧倒的なカバレッジのファンドデータ

カナダ 4,000ファンド

日本 2,000ファンド

オーストラリア 2,000ファンド

オーストリア 197ファンド

ベルギー 377ファンド

中国・台湾 740ファンド

デンマーク 453ファンド

フィンランド 340ファンド

フランス 1,351ファンド

ドイツ 799ファンド

イタリア 1,041ファンド

韓国 8,642ファンド

オランダ 277ファンド

ニュージーランド 762ファンド

ノルウェー 370ファンド

ポルトガル 33ファンド

シンガポール 425ファンド

スペイン 2,408ファンド

スウェーデン 485ファンド

スイス 215ファンド

イギリス 1,255ファンド

アメリカ 11,649ファンド

カスタムデータ



モーニングスター・アセット・マネジメントが投資助言する
運用残高の推移
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ファンドの運用残高の増加に伴い、ライセンスフィーが拡大する。
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Part 3

ゴメス・コンサルティング単体の概況
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調査対象サイト数の推移

2006年6月末：46カテゴリ
（調査対象サイト数：679サイト）

調査対象サイト数の推移

679サイト

Eコマースランキング
オンラインバンキング
オンライン専業銀行・支店
オンライン証券
総合証券オンライン
クレジットカード
商品先物取引
海外ツアー旅行
国内ツアー旅行
海外航空券
国内航空券
国内宿泊予約
新築不動産情報
中古不動産情報
賃貸不動産情報
不動産分譲
転職情報
人材派遣
アルバイト情報
自動車保険
医療保険
オンラインショッピング
オンラインオークション
公演チケット
オンライン書店
光接続プロバイダー
中古車情報サイト
自動車メーカー
百貨店
通販化粧品メーカー
化粧品メーカー

New!

New!
New!

New!

IRサイトランキング
IRサイト総合
銀行IR
証券IR
情報・通信業IR
卸売業IR
電気・ガス業IR
小売業IR
保険業IR
陸運業IR
空運業IR

モバイルサイトランキング
モバイルバンキング
モバイルオンライン証券
モバイルクレジットカード
モバイルアルバイト情報
モバイル中古車情報
モバイル公演チケット

New!
New!

New! マークのあるものは、2006年4月～2006年6月に発表したランキング
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4月
2006年第2四半期のゴメスのトピックス

5月

（ランキング）モバイル証券サイト・ランキングを発表 ＜ノミネート：14サイト＞

（ランキング）モバイルバンキングサイト・ランキングを発表 ＜ノミネート：11サイト＞

（ランキング）人材派遣サイト・ランキングを発表 ＜ノミネート：12サイト＞

① 株式の公開による知名度向上により、幅広い顧客層に営業展開

② ランキング情報のさらなる充実

③ セミナーの開催による顧客の積極的な獲得

④ 今期より取り組みを開始したSEO対策サービスを積極的に営業展開

6月

2006年7月以降の事業展開

（ランキング）オンラインバンキングサービス・ランキングを発表 ＜ノミネート：9サイト＞

（ランキング）オンライン専業銀行・支店ランキングを発表 ＜ノミネート：9サイト＞
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Part 4

今後の事業展開
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モーニングスターの事業機会

・日本の家計の金融資産が「貯蓄」から「投資」に移行する。

・金融商品取引法の施行により、資産運用商品全般を横串にした
評価が必要になる。

・確定拠出年金採用企業の拡大とともに投資教育の必要性が増す。

・ラップ口座、投資助言口座の拡大により、中立的な立場からの
商品情報の提供および投資アドバイスの必要性が増す。



27個人投資家

運用商品販売・供給サイド
（販売金融機関、

確定拠出年金採用企業）

投資家の的確な資産運用をサポートする
モーニングスターのトータルソリューション

運用商品組成サイド
（投信運用会社、ヘッジファンド、商品ファンド、不動産投信等）

様々な媒体を活用した情報提供
・インターネット：Morningstar Web site
・紙媒体：「FundInvestor」、「幸せのレシピ」

・資産運用コンファレンス、
ライフプラン＆投資教育セミナー

＜販売金融機関＞
・個人投資家に的確な情報提供、投資アドバイス
を行うための販売員向けセミナー、評価情報、
アドバイスツールの提供。

・最適な商品ラインナップのアドバイス、
＜確定拠出年金採用企業＞
・従業員向けの最適な商品選定アドバイス
・従業員向け投資教育セミナー、評価情報、
アドバイスツールの提供。

運用パフォーマンス向上の参考となるデータベース、
インデックスの提供。

・カスタムデータ、ライセンス
・SRI Index
・Fund of Funds

・ファンドレポート、個別株式レポート
・投資アドバイス・ツール
・評価データ
・確定拠出年金採用企業向けサービス

投資アドバイスの提供

http://www.morningstar.co.jp/
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販売金融機関の資産管理営業をサポートする
モーニングスターのコンサルティングサービス

ファンド選定に係る
アドバイス

・資産別、地域別の
ファンド選定のアドバイス

・ファンド・オブ・ファンズ
組成に係るアドバイス

ファンドの
モニタリングレポート

・ファンドラインナップの
見直しに必要な運用会社
の調査・分析レポート

販売員向け
教育セミナー

・投資教育
ビデオ

・実践的
教育セミナー

販売金融機関のファンド販売に至る業務フロー

企画・開発企画・開発 研修研修 営業営業 モニタリングモニタリング

販売サポート
ツール

・販売員の
資産管理
アドバイス
ツール

イー・アドバイザーとの
統合で、ライフプランを含む様々な
研修メニューが提供可能に



29

確定拠出年金の今後の課題

★ポイント

従業員全員が確定拠出年金を正しく活用し、自分のライフプ
ランに基づき退職後の資産形成を行うことができるための
「継続的な教育」ならびに「採用ファンドの定期的なメンテナン
ス」が必要となる。

★会社側：「採用ファンドの定期的メンテナンス」

１．採用ファンドの成績評価＝第三者による中立的評価

２．採用ファンドの適正配分＝アセットクラスへのファンド配分

⇒適切なファンドの提供
★従業員側：「継続的な教育」

１．投資についていつでも学べる環境の提供＝Ｅラーニング（ＤＣ活用
ガイド付き）

２．フォローアップ体制の提供＝セミナー

⇒継続的な教育体制の構築
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確定拠出年金継続教育のパッケージの提供

資産運用ガイド配布

Ｅラーニング

担当者研修開催

フォローアップセミナー

利
用
促
進 参

加
促
進

理解促進

推進
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投資助言ビジネスの積極的な展開

Morningstar Japan世界20ヶ国に展開するMorningstar Group

・Fund of Funds、マネジャーセレクション

・資産配分、ファンド選定の助言
・個人投資家向け投資助言サービス

投資信託 商品ファンド株式 不動産投信ヘッジファンド
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今後の事業展開

ゴメス・コンサルティング
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コンサルティングサービスの拡充

ウェブサイトの分析、評価、構築業務による「顧客維持戦略」の提案に加え、広告、SEO、

メールマーケティングといった「顧客獲得戦略」を組み合わせた付加価値の高いコンサル
ティングサービスを提供してまいります。

商品・サービスに
興味を持つ

商品・サービスに
興味を持つ

商品・サービス内容を
調べる

商品・サービス内容を
調べる

申し込む申し込む
サービスを
利用する

サービスを
利用する

ウェブサイトに
訪れる

ウェブサイト
継続利用申し込み

比較サイト

検索エンジン

広告

一般ユーザーの動き

顧客の獲得 顧客の維持

メール

新たに顧客獲得戦略の提案を実施
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ゴメス・コンサルティングは、
大阪証券取引所ヘラクレス市場に上場予定

株式公開の目的

① 新規事業開発及び資本提携、M＆Aのための資金調達

② 法人及び個人に対する企業ブランドの確立及び事業認知度の向上

株式公開を実現し、インターネットに関する総合サポート企業を目指した事業基盤の構築
を推進する。

7月13日（木） 上場承認・発行決議

7月27日（木） 仮条件決定

7月31日（月）－8月4日（金） ブックビルディング期間

8月 7日（月） 条件決定

8月 9日（水）－14日（月） 募集期間

8月16日（水） 上場日

スケジュール
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